　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




【プログラム】
発達障害・専門講座５





講座№12205





大人のアスペルガー症候群


－最新の脳科学の紹介とデイケアの実践ワークショップ－





期　　日：２０１２年１１月２４日（土）・２５日（日）


受講対象：教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　　員：9０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込）※昼食は各自でおとりください


会　　場：明治安田こころの健康財団　８階講義室


〒171-0033 東京都豊島区高田3-19-10　 電話03-3986-7021


ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩7分





大人のアスペルガー症候群が話題になっています。マスコミでもたびたび取り上げられます。身近に「それらしき」人が多いからでしょうが、安易にこの言葉が使われ過ぎているきらいもあります。一方で、子どもの療育に携わる方々にとっては、典型的な自閉症と思っていた子どもが成長するに従い、知的能力が急速に伸びてアスペルガー症候群と区別できないまでになることの方が重要かもしれません。自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）といわれるのもこのためですが、まだまだ大人になったＡＳＤについては、わかっていないことが多いと思います。本講座では、神経科学の最前線からの情報を、それぞれの専門家に語ってもらいます。その上で、認知行動療法(ＣＢＴ)やデイケアでの実践例を、参加者にも体験していただこうと考えました。当事者からその精神世界を直接聞くことは、その実像に迫る大きな手掛かりになります。今回は、了解の上で若い女性から体験談をうかがう機会ももうけました。参加者の皆さんと一緒に考える機会になればと願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【企画講師　加藤進昌】


　



































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【昭和大学医学部教授　加藤進昌】








日程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
11


月


24


日


(土)�
13：00～14：00�
脳科学でアスペルガー症候群は


どこまでわかるか�
昭和大学大学院保健医療学研究科教授　　


昭和大学附属烏山病院長　


加藤　進昌�
�
�
14：10～15：10 �
アスペルガー症候群の視線の独特さは


どこから来るのか�
大阪大学大学院生命機能研究科/医学系研究科准教授　　　　　　　　　中野　珠実�
�
�
15：20～16：30�
アスペルガー症候群の「聴覚過敏」は


聴覚生理学で解明できるのか�
ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所人間情報研究部部長　　柏野　牧夫�
�
�
16：30～17：00�
質疑応答�
出　席　講　師�
�
11


月


25日


(日)�
 9：00～ 9：40�
大人のアスペルガー症候群の臨床像�
（前　　　掲）


加藤　進昌�
�
�
 9：50～10：50�
当事者は自分の「障害」をどのように


克服してきたか�



当事者・大学生（予定）


�
�
�
11：00～12：00�
成人の自閉症スペクトラム診断と


小集団認知行動療法の実践�
淑徳大学総合福祉学部准教授


黒田　美保�
�
�
昼　　　　食　（各自でおとりください）�
�
�
13：00～15：00


（適宜休憩が入ります）�
ワークショップ


成人の発達障害デイケアの実践から


―具体的方法の成果と今後の課題―


司会　　　　　　（前掲）　　加藤進昌


指定討論　　　　（前掲）　　黒田美保


�
昭和大学附属烏山病院精神保健福祉士 


五十嵐　美紀


昭和大学附属烏山病院臨床心理士


横井　英樹


�
�
�



15：10～16：00


�
全体討論�
出　席　講　師�
�
　　　＊一部講義のテーマ、講師など変更になる場合がございますので、予めご了承願います。








